
　小中学校のエコ授業を何回もさせていただいた

経験から、リサイクルとリユースの違いを、楽しく、

わかりやすく、子どもたちに考えてもらう工夫を

ご紹介します。

■ 教える際の留意点

　せっかくのエコ授業の機会なのに、環境問題って

難しい、うっとうしい、という印象を与えてしまって

は逆効果、もったいない…ですので以下のことに

留意します。

① 情報量は少なく。

② 知識より楽しさを体験できる機会をつくる。

③ 環境問題が自分の生活とつながっている、と感じ

てもらえるように。

④ のんびり、ゆたかに、時にはおいしく、というよう

な気持で

■ 工夫1.容器ひも

　空き容器をたくさんつるしたひも　　　　　　　 。

　これは何でしょう？と問いかけると、たくさんのこ

たえが返ってくる。リサイクル、資源、ごみ、などと

いう答えが多いと思う。

　クイズを楽しみながら、時間をかけて「容器」「入れ

物」という答えを引き出す。

　中身を出した途端に邪魔ものになる容器、必要なの

は中身なのに…？

　「家庭ごみの容積比で5割程度、重量比で２割強

が何かの容器包装である」こと（*1）「そもそもごみを捨

てるのはただじゃない」ことを伝え、使い捨ての容器を

減らせばごみが減り、ごみ処理やリサイクルにかかる費

用を節約できることにきづかせる。

　じゃあ、どうすれば「容器包装ごみ」を減らせるか

な…？考えさせる。子どもたちの発想で思いがけず

素晴らしい解決方法が出てくるかも…正解を見つけ

るというより、自分たちが未来を担っていること、問題

を解決する当事者であることに気付かせる。

　昔はざるや鍋を持って買いに行った玉子や豆腐など

の例や、一升びんを持って中身だけを買う事ができた

例などを紹介する。そうすれば容器ごみは全く出ない。

　この容器ひもにつるした容器は１～２日で集められ

る、それくらい身の回りに容器ごみがあふれている。

時間があればごみの分別の学習にも使えます。

■ 工夫2.紙芝居

　紙芝居という手法は効果的という手ごたえがある。

伝えたい内容を前もって内容に盛り込むことができる。

雰囲気を変え、目と耳の両方から入る情報が印象に

残るように思われる。

　オリジナルのものを作る場合、大切なのは教科書的、

図鑑的にならないこと、情報量を削り「おはなし」と

して愛されるようなものに仕上げたい。

　授業では子どもたちに読んでもらったり、市民

グループの担当する授業の場合、先生に読んでいた

だいたりすると盛り上がる　　　　　　　 。

■ 工夫3.リユースびんとリサイクルびんの比較

　リユースびんとしてＲマークびん、なければ一升び

んなどで中身がちがうものを何本か集める。

　リサイクルびんは同じ内容のもの、たとえばそう

めんつゆならそうめんつゆばかりの空きびん。

　「どこがどう違うかな？」クイズ形式でそれぞれの

グループを目で見て比較。

　リユースびんは形や容量が同じなのに中身が全部

ちがうこと、リサイクルびんは同じ中身なのにびんの

形や容量が全部ちがうことを発見させる。

　お店に行けばたとえばそうめんつゆは何十種類も

の容器があること、リユースするための条件について

言及する。

　この冊子の38ページで紹介されているリユース

カップを使用し、ゼリーやプリンを作る。

　冷蔵庫で固まるのを待つ間に、３Ｒの学習をする。

完成を待つわくわく感で授業に臨むことができ、経験

上、活気のある授業になると感じる。

　食べた後のリユースカップを洗わないままビニール

袋にいれて各家庭に持ち帰り、家で洗って後日学校の

回収箱に入れる、というリユース体験をさせる。

　保護者宛てにも、そのリユースカップはどういう

もので、どういう意義があるかがわかるような簡単な

手紙を添え、洗って回収することの理解を得る。

　その日学習した内容について簡単な穴あきクイズ

などを添えると保護者と一緒に考える機会となる。

■ 工夫5　風船ふくらまし大会

　パネルやDVDで温暖化やCO2について学習した際、

CO2 ○○グラム削減という表現がある。

　容器のリユースの学習でも実際に数値を提示する。

　リユースびんとリサイクルびんのCO2量を比較、

その差の数値が削減されることを認識した後

「じゃあ、このCO2量で119グラムってピンとこない

けど、どれくらいの量だと思う？」

「風船でふくらませてみようか！」

班対抗などにすると面白い。市民グループの授業の場

合、先生方にも入っていただくとより盛り上がる。⇒

119ｇのCO2は、直径49センチの風船

　風船ゲームで、リユースびんは、距離、回収率、回転

率の条件がそろえば、リユースびんの方がリサイクル

びんより環境負荷が低くなることが楽しく実感できる。

　また、他の行動によるCO2削減のデータも紹介して、

自分たちひとりひとりの行動が環境問題の解決に

つながると実感させる。

■ 工夫6　マイカップでハーブティー

　マイカップを持って来てもらえない状況の時は、

会場にある湯飲みや38ページのリユースカップを使用、

使い捨ての紙コップとの違いを実感してもらう。

　紅茶を飲む場合、リーフティー、ティーバッグ、缶

やPETボトルに入ったもの、を比較してその時出る

ごみの量や、自分の気分などを考えてもらう。

　たとえば飲み物を飲む、という行為がただ単に喉の

渇きを潤すだけでなく、自分の生活を豊かにすること

につながる。

　お気に入りのマイカップには人それぞれの物語が

ある、たとえば大好きな人からのプレゼント、たとえば

誰かと一緒に過ごした思い出…そういうものに囲ま

れている生活。

　壊したり踏みつけにしても平気なものよりも、割れ

れば悲しいような大切なものに囲まれている生活。割

れる物はたしかに儚く危険な物かもしれないが、割れ

ないように大切に扱うきもちを育むきっかけとなる。

　私たちはごみを減らすことにしぶしぶ取り組むの

でなく、その方が豊かで幸せなんだと感じられる時間

にできれば・・・。自ら行動することにつながることが

期待できる。

■ 工夫4.リユースカップでスイーツ作り、
空き容器回収体験

授業展開事例③

（*1）出典：環境省「容器包装廃棄物の使用・排出実態調査の

概要　平成23年度」より

①119gのCO2の気体の体積は、

　〈 CO2のガス密度  1.977kg/ｍ3 〉より求める。

　119g×1,000,000÷1977= 60,192ml

CO2のグラム数と風船の直径を計算する式の紹介

②体積60,192mlより球の直径を求める

　〈 体積Ｖ＝4/3πr 3（3分の4パイアール3乗）の逆算をして求める 〉

　60,192ml÷3.14÷4×3＝14377

次に14377の三乗根を求めると半径24.3cm、直径は約49cm

三乗根はエクセルの数式=POWER（14377,1/3）で求められる。

〈 リサイクルびんのCO2量は187g 〉-

〈 リユースびんのCO2量は68g 〉＝CO2量の差が119g

引き算による数値

（58ページの写真参照） （58ページの写真参照）
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